
2 　 θ を 0 < θ <
π

2
を満たす実数とし，平面上の点 P と点 Qを
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で定める。M を線分 PQの中点とし，O を原点 (0, 0)とする。

(1)
−−→
PQと

−−→
OM を求めよ。

(2) 3点 O，P，Qは同一直線上にあることを示せ。

(3) |−−→OP | = |−−→PM |となるような θ の値を求めよ。


